
生産性新聞生産性新聞
　

生

産

性

を

巡

る

最

前

線

の

改

革

や

今

後

の

展

望

な

ど

を

探

る

新

連

載

「

生

産

性

改

革

　

Ｎ

ｅ

ｘ

ｔ

　

Ｓ

ｔ

ａ

ｇ

ｅ

」

は

、

経

済

的

・

社

会

的

に

人

に

と

っ

て

好

ま

し

い

状

態

を

示

す

「

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

と

生

産

性

」

を

テ

ー

マ

に

、

２

人

の

識

者

が

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

に

応

え

た

。

経

済

社

会

シ

ス

テ

ム

総

合

研

究

所

理

事

長

（

元

内

閣

府

事

務

次

官

）

の

松

山

健

士

氏

は

マ

ク

ロ

経

済

や

政

策

の

あ

り

方

に

つ

い

て

、

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

代

表

で

慶

應

義

塾

大

学

教

授

の

島

津

明

人

氏

は

健

康

経

営

や

ワ

ー

ク

・

エ

ン

ゲ

イ

ジ

メ

ン

ト

に

つ

い

て

語

っ

た

。

（

２

面

に

詳

報

）

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

　

経

済

社

会

シ

ス

テ

ム

総

合

研

究

所

「

Ｋ

Ａ

Ｉ

Ｔ

Ｅ

Ｋ

Ｉ

研

究

会

」

な

ど

は

２

０

２

４

年

�

月

、

「

百

年

の

計

は

Ｗ

ｅ

ｌ

ｌ

―

Ｂ

ｅ

ｉ

ｎ

ｇ

（

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

）

に

あ

り

」

と

題

し

た

「

提

言

２

０

２

４

」

を

ま

と

め

た

。

提

言

で

は

、

人

々

の

幸

福

は

「

経

済

的

な

豊

か

さ

」

だ

け

で

は

な

く

、

健

康

、

信

頼

で

き

る

家

族

や

友

人

、

良

好

な

自

然

・

社

会

と

の

関

係

な

ど

「

社

会

的

な

要

素

」

を

含

む

「

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

」

に

よ

っ

て

左

右

さ

れ

る

と

の

見

解

を

示

し

た

。

そ

の

う

え

で

、

「

今

後

、

個

人

、

企

業

、

政

府

（

国

・

自

治

体

）

そ

れ

ぞ

れ

が

、

無

形

・

有

形

資

産

へ

の

投

資

拡

充

や

家

庭

、

地

域

、

職

場

に

お

け

る

信

頼

関

係

の

回

復

な

ど

に

取

り

組

む

必

要

が

あ

る

」

と

指

摘

し

た

。

　

松

山

氏

は

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

で

「

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

向

上

は

、

国

民

一

人

ひ

と

り

の

価

値

観

に

関

わ

る

課

題

で

あ

り

、

国

や

地

域

で

社

会

的

合

意

を

形

成

し

て

い

く

こ

と

が

必

要

不

可

欠

。

重

要

性

を

増

す

無

形

資

産

へ

の

投

資

に

関

し

て

も

、

企

業

間

、

企

業

と

政

府

の

共

通

認

識

を

形

成

し

て

い

く

必

要

が

あ

る

」

と

述

べ

た

。

　

ロ

シ

ア

に

よ

る

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

攻

な

ど

に

加

え

、

自

国

第

一

主

義

の

動

き

が

強

ま

る

中

、

世

界

の

持

続

可

能

性

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

は

後

退

し

か

ね

な

い

気

配

を

示

し

て

い

る

。

松

山

氏

は

「

長

い

目

で

見

る

と

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

重

要

性

は

増

し

て

い

く

。

今

は

逆

行

す

る

動

き

を

乗

り

越

え

る

正

念

場

に

あ

る

」

と

強

調

し

た

。

　

「

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

」

と

は

、

職

場

の

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

の

一

次

予

防

（

未

然

防

止

、

健

康

増

進

）

を

発

端

と

し

た

人

と

組

織

の

新

し

い

枠

組

み

と

し

て

、

「

働

く

人

の

心

身

の

健

康

」

を

前

提

に

、

「

働

く

人

の

い

き

い

き

」

「

職

場

の

い

き

い

き

（

一

体

感

）

」

に

よ

っ

て

、

個

人

の

幸

福

と

組

織

の

生

産

性

向

上

を

目

指

す

活

動

だ

。

　

島

津

氏

は

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

で

「

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

の

よ

う

な

社

会

運

動

が

大

き

な

役

割

を

果

た

し

、

セ

ー

フ

テ

ィ

ネ

ッ

ト

を

中

心

と

し

た

産

業

保

健

の

活

動

と

、

生

産

性

向

上

を

目

指

す

経

営

的

な

活

動

が

歩

み

寄

る

動

き

が

広

が

っ

て

い

る

。

健

康

経

営

や

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

経

営

は

そ

の

潮

流

に

あ

る

」

と

話

す

。

　

ス

ト

レ

ス

チ

ェ

ッ

ク

が

義

務

化

さ

れ

て

�

年

に

な

り

、

企

業

が

働

く

人

の

体

と

心

に

配

慮

す

る

機

運

が

広

ま

っ

て

い

る

。

次

の

ス

テ

ッ

プ

と

し

て

、

島

津

氏

は

「

ま

ず

は

企

業

が

健

康

経

営

の

対

策

の

効

果

を

検

証

す

る

こ

と

。

さ

ら

に

、

将

来

的

に

は

、

企

業

の

枠

を

超

え

て

、

複

数

の

企

業

間

や

、

地

域

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ぐ

る

み

で

、

個

人

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

を

高

め

る

仕

組

み

を

考

え

て

い

く

必

要

が

あ

る

」

と

の

考

え

を

示

し

た

。

　

日

本

生

産

性

本

部

は

、

「

２

０

２

５

年

度

運

動

目

標

」

を

発

表

し

た

。

２

０

２

４

年

度

か

ら

２

０

２

６

年

度

ま

で

の

第

３

次

中

期

運

動

目

標

の

２

年

目

に

あ

た

る

２

０

２

５

年

度

を

「

生

産

性

運

動

�

周

年

」

の

節

目

の

年

と

位

置

づ

け

、

５

つ

の

重

点

課

題

を

掲

げ

た

上

で

、

生

産

性

改

革

に

関

す

る

提

言

発

信

・

合

意

形

成

・

実

践

活

動

に

取

り

組

む

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

「

２

０

２

５

年

度

運

動

目

標

」

の

全

文

は

以

下

の

通

り

。

◇

　

本

年

、

日

本

生

産

性

本

部

は

設

立

�

周

年

を

迎

え

る

。

わ

れ

わ

れ

は

、

第

３

次

中

期

運

動

目

標

（

「

公

益

法

人

と

し

て

の

組

織

・

活

動

の

進

化

と

生

産

性

運

動

の

実

践

力

の

深

化

の

３

年

」

）

の

第

２

年

度

に

あ

た

る

本

年

度

を

「

生

産

性

運

動

�

周

年

」

の

節

目

の

年

と

位

置

づ

け

、

以

下

に

掲

げ

る

５

つ

の

重

点

課

題

を

は

じ

め

、

持

続

可

能

な

経

済

社

会

の

構

築

に

む

け

た

生

産

性

改

革

に

関

す

る

提

言

発

信

・

合

意

形

成

・

実

践

活

動

に

取

り

組

む

。

（

１

）

生

産

性

の

ハ

ブ

・

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

と

し

て

の

組

織

体

制

の

構

築

・

第

２

期

「

生

産

性

常

任

委

員

会

」

の

活

動

を

通

じ

、

労

使

を

含

め

各

界

が

共

有

す

べ

き

今

後

の

生

産

性

改

革

の

指

針

を

討

究

し

、

�

周

年

以

来

と

な

る

第

２

回

「

生

産

性

白

書

」

を

年

度

末

ま

で

に

公

表

す

る

。

そ

の

成

果

を

踏

ま

え

、

全

国

生

産

性

機

関

等

と

連

携

し

国

民

的

合

意

形

成

と

世

論

喚

起

を

図

る

。

（

２

）

社

会

経

済

シ

ス

テ

ム

改

革

に

向

け

た

合

意

形

成

活

動

の

推

進

・

人

口

減

少

問

題

に

関

す

る

新

た

な

国

民

運

動

組

織

を

本

年

夏

以

降

に

立

ち

上

げ

る

。

若

い

世

代

も

含

め

た

各

界

各

層

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

構

築

に

着

手

す

る

と

と

も

に

、

地

方

自

治

体

と

も

連

携

し

た

全

国

で

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

等

を

通

じ

、

世

論

喚

起

と

合

意

形

成

に

取

り

組

む

。

（

３

）

日

本

の

人

材

戦

略

の

再

構

築

と

中

核

人

材

の

育

成

・

昨

年

末

始

動

し

た

第

５

期

「

日

本

ア

カ

デ

メ

イ

ア

」

３

か

年

の

活

動

を

全

面

展

開

す

る

。

経

営

・

労

働

・

学

識

幹

事

に

よ

る

研

究

会

、

官

民

の

幹

部

や

若

手

を

対

象

に

し

た

交

流

会

、

大

学

生

対

象

の

「

ジ

ュ

ニ

ア

・

ア

カ

デ

メ

イ

ア

」

等

を

通

じ

、

各

界

の

中

核

人

材

育

成

と

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

強

化

に

取

り

組

む

。

（

４

）

付

加

価

値

増

大

を

軸

と

し

た

生

産

性

改

革

と

「

成

長

と

分

配

の

好

循

環

」

の

創

出

・

第

５

回

「

日

本

サ

ー

ビ

ス

大

賞

」

表

彰

式

を

本

年

夏

以

降

に

開

催

す

る

。

内

閣

総

理

大

臣

賞

を

は

じ

め

、

各

省

大

臣

賞

受

賞

の

革

新

的

か

つ

優

れ

た

サ

ー

ビ

ス

を

ベ

ス

ト

プ

ラ

ク

テ

ィ

ス

と

し

て

全

国

に

普

及

促

進

す

る

こ

と

に

よ

り

、

高

い

成

長

余

力

を

も

つ

サ

ー

ビ

ス

産

業

全

体

の

底

上

げ

を

は

か

る

。

（

５

）

国

際

連

携

体

制

の

構

築

・

「

生

産

性

経

営

者

会

議

」

の

活

動

を

軸

に

、

欧

米

の

経

営

者

・

研

究

機

関

と

も

連

携

し

生

産

性

に

関

す

る

対

話

・

交

流

、

共

同

研

究

・

調

査

、

提

言

活

動

に

取

り

組

む

。

「

日

本

ア

カ

デ

メ

イ

ア

」

に

お

い

て

「

世

界

の

民

主

主

義

と

ポ

ピ

ュ

リ

ズ

ム

」

を

テ

ー

マ

に

欧

米

の

シ

ン

ク

タ

ン

ク

・

知

識

人

を

交

え

た

国

際

会

議

を

東

京

で

開

催

す

る

。

【昭和�年７月�日 第三種郵便物認可】
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■

Ｇ

Ｄ

Ｐ

偏

重

か

ら

「

国

富

」

へ

　

日

本

だ

け

で

は

な

く

、

世

界

的

な

傾

向

と

し

て

、

フ

ロ

ー

の

指

標

で

あ

る

Ｇ

Ｄ

Ｐ

の

動

向

に

政

治

や

国

民

の

関

心

が

集

中

し

、

結

果

と

し

て

、

持

続

可

能

性

な

ど

の

社

会

的

価

値

や

将

来

世

代

の

利

益

は

二

の

次

に

な

っ

て

し

ま

っ

て

い

る

。

持

続

可

能

性

を

重

視

す

る

観

点

か

ら

は

、

将

来

生

み

だ

さ

れ

る

価

値

の

源

泉

と

な

る

種

々

の

資

産

・

ス

ト

ッ

ク

、

国

全

体

で

み

れ

ば

「

国

富

」

の

動

向

に

よ

り

注

目

す

る

必

要

が

あ

る

。

　

近

年

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

を

生

み

出

す

資

産

と

し

て

人

的

資

本

や

知

的

資

本

な

ど

の

無

形

資

産

の

重

要

性

が

高

ま

っ

て

い

る

。

ま

た

、

少

子

化

対

策

、

子

育

て

・

教

育

、

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

、

地

球

温

暖

化

対

策

な

ど

国

の

重

要

な

政

策

課

題

は

実

は

無

形

資

産

投

資

と

密

接

に

関

係

し

て

い

る

。

　

し

か

し

、

日

本

で

は

、

無

形

資

産

投

資

に

対

す

る

制

約

が

強

い

。

ま

ず

、

無

形

資

産

投

資

に

と

っ

て

必

要

不

可

欠

な

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

間

の

信

頼

関

係

の

問

題

が

あ

る

。

例

え

ば

、

企

業

と

従

業

員

の

信

頼

関

係

は

効

果

的

に

人

的

投

資

を

進

め

る

た

め

の

前

提

条

件

で

あ

る

が

、

�

年

代

以

降

、

そ

の

信

頼

関

係

は

弱

ま

っ

て

き

た

と

み

ら

れ

る

。

　

ま

た

、

日

本

で

は

企

業

に

よ

る

自

然

や

社

会

へ

の

貢

献

に

対

す

る

市

場

の

評

価

が

、

米

国

や

ド

イ

ツ

に

比

べ

低

い

と

さ

れ

る

。

さ

ら

に

、

設

備

投

資

な

ど

に

比

べ

て

不

確

実

性

の

高

い

無

形

資

産

投

資

を

支

え

る

べ

き

リ

ス

ク

性

資

金

の

供

給

も

米

国

な

ど

よ

り

圧

倒

的

に

少

な

い

。

　

こ

れ

ら

の

制

約

の

た

め

、

こ

れ

ま

で

日

本

の

無

形

資

産

投

資

は

低

迷

し

、

マ

ク

ロ

経

済

面

で

も

、

貯

蓄

と

投

資

を

均

衡

さ

せ

る

「

自

然

利

子

率

」

の

低

下

、

さ

ら

に

は

「

長

期

停

滞

」

の

大

き

な

要

因

に

な

っ

て

き

た

と

考

え

ら

れ

る

。

　

こ

れ

ら

の

点

を

踏

ま

え

、

政

策

決

定

や

企

業

経

営

の

判

断

基

準

と

し

て

無

形

資

産

投

資

を

よ

り

重

視

す

べ

き

で

あ

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

現

状

で

は

無

形

資

産

に

関

す

る

政

府

の

統

計

整

備

や

企

業

の

情

報

発

信

は

十

分

で

は

な

い

。

こ

れ

ら

の

点

の

改

革

は

今

後

の

重

要

な

課

題

と

考

え

ら

れ

る

。

■

世

界

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

向

上

へ

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

を

　

「

持

続

可

能

な

成

長

と

分

配

」

は

、

政

府

、

企

業

、

労

働

組

合

い

ず

れ

に

と

っ

て

も

重

要

な

テ

ー

マ

と

な

っ

て

い

る

。

そ

し

て

、

本

来

の

意

味

で

持

続

可

能

性

を

実

現

す

る

た

め

に

は

、

付

加

価

値

生

産

性

の

向

上

と

同

時

に

自

然

や

社

会

を

持

続

可

能

に

す

る

こ

と

、

す

な

わ

ち

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

向

上

が

必

要

不

可

欠

と

な

る

。

　

生

産

性

と

い

う

観

点

で

も

、

従

来

は

付

加

価

値

の

生

産

性

が

中

心

に

置

か

れ

て

き

た

が

、

今

後

は

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

生

産

性

を

重

視

す

べ

き

だ

。

た

だ

し

、

主

観

的

要

素

を

含

む

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

を

包

括

的

に

示

す

指

標

は

な

い

。

こ

の

た

め

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

を

生

み

出

す

無

形

資

産

等

へ

の

投

資

額

を

イ

ン

プ

ッ

ト

と

捉

え

、

ア

ウ

ト

プ

ッ

ト

に

は

付

加

価

値

だ

け

で

な

く

健

康

、

信

頼

関

係

、

Ｃ

Ｏ

２

排

出

量

等

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

に

関

す

る

個

別

指

標

を

位

置

づ

け

、

両

者

の

関

係

か

ら

生

産

性

を

評

価

す

る

こ

と

が

重

要

に

な

る

。

　

無

形

資

産

の

中

で

も

重

要

な

人

的

資

本

の

生

産

性

に

は

「

能

力

」

と

同

時

に

「

意

欲

」

が

大

き

く

影

響

す

る

。

日

本

人

の

「

能

力

」

は

高

い

が

、

「

意

欲

」

は

低

い

と

い

う

調

査

結

果

が

多

い

。

職

場

で

の

信

頼

関

係

の

向

上

や

生

き

が

い

の

重

視

な

ど

の

取

り

組

み

に

よ

り

生

産

性

を

高

め

る

余

地

は

大

き

い

の

で

は

な

い

か

。

　

今

後

、

政

府

は

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

向

上

を

目

標

と

位

置

づ

け

、

無

形

資

産

の

統

計

整

備

を

進

め

る

と

と

も

に

公

的

な

投

資

を

拡

充

し

て

い

く

必

要

が

あ

る

。

企

業

は

自

ら

に

最

も

期

待

さ

れ

る

分

野

で

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

向

上

を

目

標

と

し

て

、

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

と

の

信

頼

関

係

の

下

で

無

形

資

産

投

資

に

取

り

組

ん

で

い

く

こ

と

が

期

待

さ

れ

る

。

　

今

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

向

上

へ

の

取

り

組

み

は

逆

風

に

晒

さ

れ

、

世

界

の

多

く

の

国

や

企

業

は

困

惑

し

て

い

る

。

し

か

し

、

自

然

や

社

会

の

持

続

可

能

性

に

貢

献

す

る

無

形

資

産

投

資

は

経

済

的

価

値

の

成

長

に

も

大

き

く

寄

与

す

る

こ

と

を

忘

れ

る

べ

き

で

は

な

い

。

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

向

上

に

向

け

、

日

本

が

世

界

を

リ

ー

ド

し

て

い

く

こ

と

を

期

待

し

た

い

。

■

低

い

日

本

の

ワ

ー

ク

・

エ

ン

ゲ

イ

ジ

メ

ン

ト

　

働

く

人

た

ち

が

自

分

の

仕

事

に

誇

り

を

持

っ

て

、

主

体

的

に

か

か

わ

っ

て

い

き

い

き

し

て

い

る

状

態

を

ワ

ー

ク

・

エ

ン

ゲ

イ

ジ

メ

ン

ト

と

言

う

が

、

そ

れ

を

高

め

る

対

策

に

関

し

て

は

、

様

々

な

研

究

が

進

め

ら

れ

て

い

る

。

　

例

え

ば

、

個

人

に

向

け

た

対

策

で

は

、

自

己

効

力

感

や

レ

ジ

リ

エ

ン

ス

（

粘

り

強

さ

）

を

高

め

て

い

く

方

法

、

マ

イ

ン

ド

フ

ル

ネ

ス

（

現

在

起

こ

っ

て

い

る

こ

と

に

注

意

を

向

け

る

こ

と

）

、

ジ

ョ

ブ

・

ク

ラ

フ

テ

ィ

ン

グ

（

自

分

の

仕

事

を

工

夫

し

な

が

ら

や

り

が

い

を

高

め

る

）

な

ど

が

有

効

と

言

わ

れ

て

い

る

。

　

一

方

、

組

織

に

向

け

た

対

策

で

は

、

「

互

い

に

尊

重

し

合

う

人

間

関

係

を

作

っ

て

い

こ

う

」

と

い

う

対

策

が

有

効

な

の

で

は

な

い

か

と

言

わ

れ

て

い

る

。

　

日

本

人

の

ワ

ー

ク

・

エ

ン

ゲ

イ

ジ

メ

ン

ト

が

低

い

理

由

の

一

つ

に

、

採

用

形

態

も

含

め

た

日

本

の

企

業

風

土

が

あ

る

。

会

社

に

入

り

、

長

時

間

労

働

に

耐

え

、

会

社

が

「

黒

」

と

言

え

ば

、

「

白

」

と

思

っ

て

い

て

も

「

黒

」

と

言

う

。

様

々

な

試

練

に

耐

え

て

、

や

っ

と

昇

進

で

き

た

と

し

て

も

、

「

い

き

い

き

し

た

状

態

」

と

は

程

遠

い

。

　

ま

た

、

「

前

向

き

な

気

持

ち

を

表

現

し

づ

ら

い

」

「

表

現

す

る

の

が

た

め

ら

わ

れ

る

」

と

い

っ

た

感

情

や

、

出

る

杭

が

打

た

れ

て

し

ま

う

と

い

う

風

土

も

関

係

し

て

い

る

の

か

も

し

れ

な

い

。

　

一

方

、

Ｏ

Ｅ

Ｃ

Ｄ

の

幸

福

度

に

関

す

る

経

年

変

化

の

調

査

で

は

、

コ

ロ

ナ

禍

で

他

国

の

幸

福

度

が

下

が

る

中

で

、

日

本

で

は

上

が

る

傾

向

が

み

ら

れ

た

。

他

国

が

自

由

を

喪

失

し

て

幸

福

度

を

下

げ

た

の

に

対

し

、

日

本

人

は

「

生

き

て

い

る

だ

け

で

あ

り

が

た

い

」

と

感

じ

る

引

き

算

の

文

化

が

あ

り

、

幸

福

度

を

押

し

上

げ

た

の

か

も

し

れ

な

い

。

　

幼

少

期

の

教

育

や

生

ま

れ

育

っ

た

環

境

も

影

響

し

て

い

る

の

で

は

な

い

か

。

日

本

人

は

人

の

目

を

気

に

し

て

、

常

に

周

囲

に

迷

惑

を

か

け

な

い

よ

う

に

振

る

舞

う

。

オ

ラ

ン

ダ

と

の

比

較

実

験

で

、

電

子

メ

ー

ル

で

や

り

取

り

す

る

と

き

に

日

本

人

は

目

の

表

情

の

絵

文

字

を

使

う

が

、

オ

ラ

ン

ダ

人

は

口

の

絵

文

字

で

表

現

す

る

こ

と

が

多

い

と

い

う

。

周

囲

の

目

を

気

に

す

る

気

質

が

日

本

の

風

土

と

し

て

浸

透

し

て

い

る

の

か

も

し

れ

な

い

。

　

こ

れ

は

、

良

い

面

と

悪

い

面

が

あ

る

。

周

り

に

配

慮

し

て

行

動

す

る

の

は

、

物

事

を

ス

ム

ー

ズ

に

進

め

る

の

に

役

立

つ

が

、

行

き

過

ぎ

る

と

葛

藤

が

起

こ

る

。

折

り

合

い

を

ど

う

つ

け

る

か

が

課

題

だ

。

■

企

業

や

組

織

が

果

た

す

責

任

　

企

業

の

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

問

題

が

取

り

ざ

た

さ

れ

て

い

る

が

、

働

く

人

が

少

な

く

な

る

中

で

、

誰

か

を

犠

牲

に

し

て

、

企

業

を

存

続

さ

せ

る

よ

う

な

経

営

は

長

続

き

し

な

い

。

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

は

経

営

と

健

康

に

加

え

、

人

権

が

重

要

に

な

っ

て

い

る

。

一

人

ひ

と

り

を

大

切

に

す

る

こ

と

が

大

事

だ

。

　

人

、

組

織

、

企

業

、

社

会

が

あ

る

な

か

で

、

企

業

は

自

社

の

社

員

だ

け

で

は

な

く

、

社

員

が

暮

ら

す

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

も

含

め

た

社

会

全

体

で

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

を

ど

う

考

え

る

か

が

問

わ

れ

て

い

る

。

　

首

都

圏

も

含

め

た

大

都

市

に

企

業

が

集

中

し

、

人

の

流

れ

も

大

都

市

圏

中

心

で

、

地

方

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

基

盤

が

揺

ら

い

で

い

る

。

企

業

と

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

が

ど

う

つ

な

が

る

の

か

に

つ

い

て

も

考

え

る

必

要

が

あ

る

。

　

今

春

、

新

入

生

に

私

の

授

業

の

受

講

動

機

を

尋

ね

る

と

、

「

よ

り

多

く

の

日

本

の

労

働

者

が

、

働

く

こ

と

が

喜

び

と

な

る

社

会

を

つ

く

り

た

い

」

と

書

い

た

学

生

が

い

た

。

意

欲

に

満

ち

た

学

生

た

ち

を

育

て

、

社

会

に

送

り

出

す

こ

と

が

私

た

ち

教

育

に

携

わ

る

者

の

責

任

で

あ

り

、

企

業

に

も

、

そ

の

バ

ト

ン

を

し

っ

か

り

受

け

継

い

で

い

た

だ

き

た

い

。

　

人

間

は

、

親

和

性

、

有

能

感

、

自

律

性

と

い

う

内

発

的

動

機

付

け

を

生

む

三

つ

の

欲

求

を

持

っ

て

い

る

。

テ

レ

ワ

ー

ク

で

つ

な

が

り

を

失

い

、

Ｓ

Ｎ

Ｓ

で

キ

ラ

キ

ラ

し

た

成

功

体

験

を

見

せ

ら

れ

て

、

自

分

を

「

ダ

メ

な

人

間

だ

」

と

感

じ

や

す

い

世

相

だ

か

ら

こ

そ

、

リ

ア

ル

の

場

面

で

等

身

大

の

成

功

体

験

を

積

み

重

ね

る

こ

と

が

重

要

に

な

っ

て

い

る

。

企

業

や

組

織

の

人

材

育

成

の

現

場

は

、

こ

の

三

つ

の

欲

求

を

満

た

せ

る

仕

掛

け

を

つ

く

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

て

い

る

。


